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アルツハイマー病などの神経細胞でレールの新しい変化を発見 
 
＜概要＞ 

浜松医科大学細胞分子解剖学講座の Vu Thi Hang 大学院生、池上浩司准教授、瀬藤光利教授

らは、脳の中の神経細胞が減っていくアルツハイマー病の患者やてんかん発作のモデル動物

の脳を解析し、神経細胞の中で物資輸送のレールを作っているタンパク質の状態が変化して

いることを発見しました。 

これらの成果は、科学雑誌「Scientific Reports（サイエンティフィック・リポーツ）」に、

日本時間 1 月 9 日（月）午後 7 時に公表されます。 

 

＜研究の背景＞ 

私たち人間の脳には 1000 億個以上の神経細胞があります。アルツハイマー病やてんかんな

どの病気では、脳の中の神経細胞が減ることで認知症や脳機能の障害が出ます。神経細胞の

中には物を輸送するための「レール」が存在し、必要な物資がその上を正しく輸送されるこ

とにより、神経細胞の正常な形や働きが維持されています。神経細胞が減る病気では、この

レールや物を運ぶための運び屋が異常になっていることがある程度分かっていました。しか

し、レールを作っているタンパク質の状態がそれらの病気でどのようになっているかについ

ては、詳しい解析が行われておらずあまりよく分かっていませんでした。 
 
＜研究の成果＞ 

今回研究グループは、神経細胞の中でレールを作っているタンパク質である「チューブリン」

の状態を詳しく解析しました。これまでに報告のないチューブリンの新しい状態を検出する

抗体を作成しヒトの脳を解析した結果、アルツハイマー病の脳で新しい状態に変化したチュ

ーブリンが強く検出されました（参考図）。また、てんかん発作の動物モデルでも同様の解析

を行い、てんかん発作の脳でも新しい状態に変化したチューブリンが増えていることを発見

しました。新しい状態のチューブリンはアルツハイマー病やてんかん発作モデルで特にひど

く神経細胞が減る脳の領域で強く検出されました。その中でも、神経細胞間で情報の伝達を

担うシナプスと呼ばれる構造が多い領域で特に強く検出されました。 
 

＜今後の展開＞ 

今回の研究で検出したチューブリンの新しい状態は、アルツハイマー病とてんかん発作モデ

ルで共通して障害が特にひどい（つまり、神経細胞の減少が特に顕著な）部位で強く検出さ

れたことから、神経細胞が障害されている指標（マーカー）になると考えられます。今後、

他の脳の病気でも解析が進めば、今回作成した抗体が脳内で障害を受けた部位を検出するた

めのツールとして利用できるようになることが期待されます。また、今後チューブリンの新

しい状態を生み出している酵素の特定が進めば、その酵素の働きをうまく制御することで、

神経の機能を維持したり神経細胞の減少を抑えたりするなどの新しい治療法や治療薬の開発

に結び付くことも期待されます。 
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＜参考図＞ 

  

図：レールを作っているタンパク質の新しい状態（茶色）を検出した結果 

アルツハイマー病の脳（左）のシナプスが多い部位で強く検出されます 

アルツハイマー病の脳 対照の脳


